
 

 

 

 

 

 

 

横浜市立大学は、グローバルな視野をもって活躍する人材の育成を目的に、毎年、各国の駐日大

使など国際的に活躍する方々をお招きして、各国・地域の動向や、日本との関わりなどグローバル

な視点から語っていただく講演会を英語で開催しています。 

今回は、ローラン・ピック駐日フランス大使をお招きして、今年 5 月フランスの新大統領に就任

したマクロン大統領の EU 政策について講演していただきます。歴史的にも日本と密接で深い関係

を築き上げてきたフランス、またその周辺の欧州地域や EU に対する政策は、横浜市立大学の学生

にとっても関心の高いテーマであり、学生と大使との英語による活発な意見交換が期待されます。 

 

【プログラム概要】（対象：横浜市立大学生 使用言語：英語・同時通訳なし） 

日 時：平成 29 年 10 月 16 日（月）10 時 30 分～12 時 00 分 

テーマ：「The European Policy of President Macron（マクロン大統領の EU 政策）」 

会 場：横浜市立大学 金沢八景キャンパス YCU スクエア４階 Y404 教室（横浜市金沢区瀬戸 22-2） 

講演者：ローラン・ピック 駐日フランス大使 

モデレーター：渡會
わたらい

知子
と も こ

准教授（国際総合科学部・国際教養学系・社会関係論コース）（社会理論） 

 

【プログラムスケジュール】 

時間 内容 

10:30～10:35 開会挨拶・大使の紹介 

10:35～11:25 大使講演 

11:25～11:45 質疑応答・学生との意見交換 

11:45～12:00 閉会挨拶・大使と学生との写真撮影 

 

 

※当日取材される場合は 10 月 13 日（金）17 時までに下記までお問い合わせください。 

（裏面あり） 

 

 

 

お問合せ先 

（フランスとの交流全般について）国際局国際連携課欧州米州担当課長 長久 伸子 Tel 045-671-3813 

（講演会について）横浜市立大学 グローバル推進室担当課長     森谷 章子 Tel 045-787-8945 

平 成 2 9 年 1 0 月 1 0 日 
国 際 局 国 際 連 携 課 
横浜市立大学グローバル推進室 
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ローラン・ピック駐日フランス大使が横浜市立大学で講演 

～「マクロン大統領による EU 政策」を語る～ 



 

 

＜参考＞ 

 

【講師プロフィール】 

 ローラン・ピック駐日フランス大使 

（経歴） 

1993－95 年：フランス外務省大陸ヨーロッパ局で、ロシア、独 

立国家共同体、コーカサスの外交政策を担当 

1995－97 年：在バーレーン・フランス大使館 1 等書記官 

1997－2001 年：フランス外務省ヨーロッパ協力局で、ヨーロッ 

パ連合（EU）とアフリカ、カリブ海、太平洋の各地域諸国との 

関係および EU 開発政策を担当 

2001－02 年：ピエール・モスコヴィシ・ヨーロッパ問題担当大臣官房技術参事官 

2002－06 年：在ブリュッセル（ベルギー）・ヨーロッパ連合（EU）フランス政府代表部 1 等書 

記官 

2006－08 年：在ニューヨーク（アメリカ）・国際連合フランス政府代表部 2等参事官 

2008－09 年：ヨーロッパ問題事務総局（SGAE）次長 

2009－12 年：フランス外務・ヨーロッパ問題省事務次官付秘書官 

2012－14 年：ジャン=マルク・エロー首相官房外交顧問 

2014－16 年：駐オランダ・フランス大使 

2016－17 年：ジャン=マルク・エロー外務・国際開発大臣官房長 

2017 年 6 月より：駐日フランス大使 

 

【横浜市とフランスとの交流について】 
（フランス・リヨン市との姉妹都市交流） 
 昭和 34（1959）年、姉妹都市提携。近年、文化芸術、地球温暖化対策、教育分野で連携。 

○ 光を使った都市の魅力づくりについて横浜・リヨンの取組を中心に討論会（平成 25 年） 

○ リヨン市長が横浜のスマートシティの取組を視察（平成 25 年） 

○ 横浜市立大学とリヨン第三大学が学術交流提携（平成 26 年） 

○ リヨン市長が横浜を訪問し、林市長と、文化芸術、地球温暖化対策、大学、経済など幅広
い分野の連携について意見交換（平成 28 年） 

（フランス・パリ公立病院連合（AP-HP）との連携） 
○ 横浜市・横浜市立大学の連携のもとフランス・パリ公立病院連合（AP-HP）との間で臨床・

研究・教育の協力関係の構築に向けた覚書（ＭＯＵ）を締結（平成 27 年） 

 （フランス大使館との連携） 
○ フランスの文化機関「アンスティチュ・フランセ横浜」が毎年「横浜フランス月間」を開催 

○ フランスの科学探査船「タラ号」が横浜に寄港し、市内小学校による船内見学及びパネル
展見学会を開催（平成 29 年） 

 

【これまでの本学での各国大使による講演会】 
平成 22 年度 ジョン・ルース駐日アメリカ大使 「日米同盟５０周年を迎えた両国の関係」  

           “U.S. – Japan relations in the 50th year’s anniversary of the U.S.  –Japan Alliance”  
平成 23 年度 ヴィンチェンツォ・ペトローネ駐日イタリア大使 「イタリアの経済情勢と日本との関係」  

             “Italy today : economic realities and its relations with Japan”   
平成 24 年度 フォルカー・シュタンツェル駐日ドイツ大使 「ドイツのエネルギーシフト－その成否」  

         “Germany’s Energy Revolution – Possible Or Not?”  
平成 25 年度 アケチ=オクロ駐日ウガンダ大使   

「アフリカの真珠：ウガンダ ～ウガンダの政治・経済・ビジネス・観光等とこれからの日本との関係～」  

“The Peal of Africa – Uganda–”  
平成 26 年度 ネナド・グリシッチ駐日セルビア共和国大使 「国際関係におけるセルビア」について  

        “Serbia in global relations” 
平成 27 年度 マッケンジー・クラグストン駐日カナダ大使 「多文化の国 カナダ」 

         “Canada, a Country of Cultural Diversity” 
平成 28 年度 ソロモン・カランジャ・マイナ駐日ケニア共和国特命全権大使 
            「アフリカ開発会議のプロセスとアフリカへの影響」 

           “TICAD Process and its impact on Africa” 


